
(様式17)

(1) 補助内容

法律 □ 条例 □ 規則 □ ■ 要綱 ■

国 □ (　　) 府 □ (　　) □ (　　) 無 ■

国 □ (　　) 府 ■ (　　) □ (　　) 無 □

■ □ 無 □

有 □ 無 ■

有 □ 無 ■ 有の場合
その理由

(2) ガイドラインにおける基本的視点

1
「必要性」(目的・内容に、補助を行うに
足りる公益性が認められる)

「空飛ぶクルマの二地点間運航の実現」という政策目的を
達成するため、「会場外ポート事業者公募」において、事業
者が公募に応じやすい環境を整えるための補助は必要で
ある。

市民の参画

再補助の有無

基本的視点 説明

性質別分類 その他事業補助

終　　期 令和7年11月30日

公　　募 有(提案型) 有(提案型以外)

財源の有無 その他( 　　　　　)

本市以外からの直接補助 その他( 　　　　　)

交付先の分類 法人

根拠規定等 契約・債務負担行為等

法律・条例等の名称

補助率等
補助率3/4
本事業の政策目的をふまえ、収支想定や事業者の初期投資の見通し等を総
合的に勘案し設定。

算定額及び積算

（整地・舗装）
補助対象経費：10,000万円×補助率3/4＝7,500万円
補助金額（上限）：7,500万円
（格納庫）
補助対象経費：１基10,000万円×補助率3/4＝7,500万円（２基まで）
補助金額（上限）：15,000万円
（充電設備）
補助対象経費：１基3,500万円×補助率3/4＝2,625万円（２基まで）
補助金額（上限）：5,250万円

事業開始年度 令和５年度 交付方法 概算払（分割）

交付先 空飛ぶクルマ会場外ポート事業者募集要項に基づき選定された事業者

交付目的
空飛ぶクルマ会場外ポート事業者募集要項に基づき選定された事業者に対
して補助を行うことで、大阪・関西万博における空飛ぶクルマの二地点間運
航の実現を図る。

事業の概要

空飛ぶクルマ会場外ポート事業者募集要項に基づき選定された事業者に対
し、会場外ポートの整地・舗装並びに空飛ぶクルマの格納庫及び充電設備の
設置に必要な経費の一部を補助する。（大阪府関連補助金との併用可）

名　　称 会場外ポート用地整備等事業補助金

新規補助金概要シート
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(3) 補助効果の測定

「公平性」(他団体や市民との間で公平
であり、交付先が適正に決定されてい
る)

公募で補助対象者を選定することにより公平性を担保す
る。

効果測定方法
万博開催時における空飛ぶクルマの二地点間運航の実施の有無
（中央突堤～会場間）

「妥当性」(対象経費や金額、補助率が
妥当かつ明確である)

本事業における収支想定や事業者の初期投資の見通し等
勘案して設定しており、会場外ポート事業者への補助として
妥当かつ明確である。

「有効性」(補助効果があり、他の手法
でなく補助によることが施策目的実現
に最適である)

収支想定や事業者の初期投資の見通し等を総合的に勘案
すると、本事業を実現させるためには、インセンティブとして
の補助が有効である。
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